
   

. 

冒頭の★印は一般向け。他は、会員向けです。 

■湘南の森 

定例作業予定は、次のとおりです。 

日 時：5月 12日（金）、27日（土） 

情報の必要な方は、下記 HPでチェックをお願いします。 

http://shonan-mori.sakura.ne.jp/                                   (和田記) 

 

★■名瀬谷戸の会 

名瀬谷戸の会の 5月、6月の定例作業予定は、次のとおりです。 

日 時：5月 6日（土）、14日（日）、15日（月）、22日（月） 

    6月 3日（土）、11日（日)、12日（月）、19日（月） 

作業時間：10:00～15:00                                  （福田記) 

 

★■フォレスト21「さがみの森」 

定例作業予定は、5月13日（土）、28日（日）です。参加希望の方は、以下のURL 

https://moridukuri.jp/about/field.html 

「活動参加お申し込みフォーム」をクリックして手続きください。                   (和田記) 

 
 

目 次 
 
 

  1P 活動予定 

  8P 活動報告 

 20P  リレーエッセイ 

 21Ｐ 月刊ブックレビュー 

 22P 掲示板 

 22P 編集後記 

 

草木が茂り、生き物が蠢き、人が活動する。皆で守ろう、この地球！ 

ＮＰＯ法人全国森林インストラクター神奈川会  https://www.jfik.org/ 

 

キンラン＠名瀬の里山   （撮影：福田 渉） 

   （撮影：福田 渉） 

 

） 

活動予定 

http://shonan-mori.sakura.ne.jp/
https://moridukuri.jp/about/field.html
http://ml.jfik.org/kaiin/format/kanagawakai.png


JFIK会報 2023年 5 月号 

- 2 - 

★■神奈川の身近な自然を訪ねて「大庭城の歴史と引地川の自然を訪ねる」 

今回は田口さんが企画しています。 

日 時：5月 17 日（水）、20日（土） 

集 合：JR辻堂駅 東口改札外 10:00 

解 散：引地橋バス停 14:30頃 

解散後、路線バスで JR藤沢駅へ（約 15 分）、または、徒歩で小田急線藤沢本町駅へ（約 10 分） 

募集定員：各回 50 名 

コースの概要：JR辻堂駅北口バス停 → 大庭小学校バス停 → 大庭裏門公園 → 大庭城址公園 →舟地蔵 → 

       引地川親水公園（昼食）→ 大庭神社 → ふるさとの森 → 引地川散策 → 柏山神社 →養命寺 

       → 引地橋バス停 

歩行距離約 5.7㎞（コースの一部に山道を含みます） 

藤沢市のほぼ中央部に位置する大庭地区は、縄文弥生の時代から人々が暮らしていた土地でした。藤沢市の

南北を流れる引地川の西側、こんもりとした丘の上に「土の城」大庭城の城跡を整備した「大庭城址公園」が

あります。地域の憩いの場として親しまれている公園内は多くの樹木に囲まれ、山城の名残の土塁や空堀、館

跡などが残されています。緑豊かな大庭城址公園の中を散策しながら大庭城の歴史を訪ねます。 

 川の流れをうまく取り入れた引地川親水公園は遊水地も兼ねており、ボードウォークを歩きながら湿生植物

などの観察ができます。 

古きより森の中にひっそりとたたずむ大庭神社を訪ね、引地川を下り、水田の田園風景を楽しみながら旧東

海道沿いにある養命寺まで歩きます。 

申し込み：実施日の 5 日前までに、参加申し込みフォームで申し込んでください。 

申し込み状況によっては受付締め切り期日前に受付を終了する場合がありますので、ご了承下さい。 

その他：申し込み・企画の詳細は JFIK ホームページに掲載しておりますのでご覧下さい。 

JFIK 会員によるサポートスタッフの募集を行っています。ご協力いただける方は、鈴置まで、ご連絡ください。 

 （大橋記) 

★■四季の森公園 

「自然を訪ねて～花の不思議」 

 植物は自分の子孫を残すために、与えられた環境の中で成長し花を咲かせ実を結び種を作りますが、その過程

を完遂するために、先ずはそれぞれが花の段階で多種多様な戦略を展開しています。今回はそのような花たちの

戦略を楽しく観察したいと思っています。 

事前下見：5月14日（日）10：00～12：00  

当日下見：5月21日（日）10：00～12：00  

本  番：5月21日（日）13：00～15：00（12：45受付開始） 

場  所：県立四季の森公園 はす池・あし原湿原周辺ほか 集合場所は、下見・本番とも北口管理事務所前 

スタッフ：リーダー：佐野(仁)、日比野、広川 

 

本番に参加される場合は、公園に電話（045-931-7910）か管理事務所窓口でお申し込みください（メール不可）。 

定員は20名、申込期間は実施日直前の1週間です。スタッフへの連絡は必要ありませんが、当日は現地で声をか

けてください。下見に参加される場合は、リーダーにご連絡ください。資料を送ります。下見だけの参加も大歓

迎です。多くの会員の方々のご参加をお待ちしています。                 （佐野(仁)記） 
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■室内勉強会（オンラインで実施） 

5月の室内勉強会は小池一臣さんが講師です。小池さんは昨年８月「めばなとおばなのものがたり図鑑」とい

うタイトルで本を出版されました。著書からの知識や背景等、非常に貴重なお話をお聞きできる絶好の機会で

す。様々な花が咲き誇る春。我々が観察会等でこの観点からお話ができれば、格段に解説の幅が広がります。  

万障お繰り合わせの上、是非ひとりでも多くの方々にご参加頂ければ幸いです。 

  

日 時：5月12日(金)  19:30～21:00 

テーマ：めばなとおばなのものがたり ― 単性花はおもしろい 

講 師：小池一臣さん（H27） 

概 要：1.「めばなとおばなのものがたり図鑑」を2022年8月30日に三省堂書店／創英社より出版 

       ・木本類71種、草本類17種の単性花、果実、種子の写真を収録 

      2. なぜ単性花に着目したか 

  ・両性花と同じように脚光を浴びせたい ・良く見ればユニークな造形のものが多い  

  ・宝探しのような発見の喜びが 得られる  ・ 類似書がない 

       3. 単性花の特徴 

        ・ 風媒花が多い ・雌花は小さくて地味 

     4. 出会いの難しさ 

        ・ 雌雄同株の場合、雌花は高所に付くことが多い. ・雌雄異株の場合、探すのに一苦労 

       5. 貴重な出会い（特に雌花） 

  ・きっかけとなった花 : ケヤキ、イチョウ、スギ、コナラなど 

  ・二度と会えない花 : メタセコイア、ヒマラヤスギ、ヤドリギ、ツガなど              (講師記) 

  

日が近づいてきましたら、Zoomミーティングに入るためのURLと参加要領をメールでお送りしますので、お使

いのPCやスマホから、URLをクリックしてご参加ください。皆さんのご参加をお待ちしています。 

問合せ先：室内勉強会担当  嶺 義則 📩：ugk58629@gmail.com         📱：090-3532-0479 

               佐藤 淳 📩：sato.forest2807@gmail.com 📱：080-1081-1034  

                                                （嶺記） 

 

■山こい倶楽部第 92回企画 「奈良倉山〜鶴寝山」 

5月の山こいは当初「鶴ヶ鳥屋山」の予定でしたが、コースの一部に通れない箇所があり、以下のコースに変

更します。 

奈良倉山（1349ｍ秀麗富嶽十二景）〜松姫峠（1250ｍ）〜鶴寝山（1368ｍ） 

リーダーは境さん、サブリーダーは松井です。 

新しく会員になられた方も是非一度参加してみては如何でしょうか。 

 

富士山の眺めが素晴らしく大月市の秀麗富嶽十二景に選ばれている奈良倉山と多摩源流の小菅村の中心的な山

の鶴寝山を結ぶ贅沢な山歩きです。新緑の彩りと森の薫りを堪能しましょう。また、松姫峠は戦国時代の悲哀を

秘めた峠です。 

 

mailto:ugk58629@gmail.com
mailto:sato.forest2807@gmail.com
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日 時：5月 13日（土） 

集 合：JR中央線上野原駅前バス停 8時 40分（鶴峠行き 8時 50分発のバスに乗ります） 

行 程：JR上野原駅（8：50）→鶴峠（10時）→奈良倉山（11：30）→松姫峠（12：10〜12：40昼食）→鶴寝山 

（13：10）→山沢入りのヌタ（13：40）→栃の巨木（13：55）→小菅の湯バス停（15：15）→バス乗車 

（15：48）→JR 上野原駅（17：10） 

コース難易度：初級 

歩行時間：約 4時間 45分 

持ち物：地図、コンパス、スマホ、時計、ヘッドライト、雨具、保険証、マスク、水、行動食、非常食、 

(ストック)、(カメラ)、筆記用具、薬品、帽子、防寒着、日本銀行券、その他春山低山登山に必要と 

思われる物。 

リーダー：境 実（090−7812−9809） サブリーダー：松井公治（070−9093−5045）          (境記) 

 

注意事項： 

*  発熱など、コロナウイルスに感染の疑いのある場合は参加をご遠慮ください。 

*  会としての保険はかけません。山岳保険（救援保険）などは各自で加入願います。 

*  登山後反省会を考えていますが、実施は状況によって判断します。 

*  不明な点は事務局までご連絡ください。 

 

参加を希望される方は 5月 10日（水）までに松井まで ma1950koji@yahoo.co.jpメールでお申し込みください。 

(山こい事務局 松井公治) 

 

■森こい倶楽部第四十六回案内 

以下、ご案内しますので、コロナ感染対策に留意され、新会員の皆様、ご家族、ご友人含めて、気楽にご参加

ください。 

 

テーマ：大仏切通から常盤山緑地と深沢鎌倉古道、里山の花と新緑（鎌倉市） 

プラス Oneテーマ:尾根道の山野草 

開催日：5月 7日（日）10:00～15:30 

集 合：JR横須賀線 鎌倉駅東口  10:00 

リーダー：石川 雄一（H25） 

参加費：500円（保険代含む）所持品：名札、昼食、飲み物、雨具、筆記具など。 

コロナ感染対策:朝の検温報告はしていただきます。ガイドはマスクをしますが、参加者の皆様は自己判断でお

願いします。 

申し込み：ご参加の方は、5 月 5 日（金）迄に下記久野宛連絡ください。初参加の方は携帯電話番号もお願いし

ます。 

メールアドレス：masakihisano77@yahoo.co.jp TEL:090-8280-1816 

概要・行程 

新緑や山野草の鎌倉外周をご案内します。 

幕府が開かれた鎌倉は周囲を自然の要害に囲まれ、出入りは七切通を中心に行われました。また、「切通」から

各地に「鎌倉道」が整備され、防備する館も設けられました。国指定史跡にもなっている大仏切通の核心部、鎌

倉幕府七代執権北条政村別邸（タチンダイ）があった、常盤亭史跡を訪ねます。新田義貞の鎌倉攻めの激戦地の

一つでもある、大仏切通の核心部には平場の「やぐら」もみられ、薄暗い森のなかのシダ原からは往時の時の声

mailto:ma1950koji@yahoo.co.jp
mailto:masakihisano77@yahoo.co.jp
tel:090-8280-1816
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が聞こえてくるようです。親鸞の縁者が創建した一向堂跡から、常盤亭史跡のタチンダイに向かいます。明るい

平場には館が建ち、将軍を招いての歌会も行われたと伝わります。「切通」の守りを固める目的もあったようです。 

尾根筋を上がると、鎌倉を囲む丘陵の一部である、大仏ハイキングコースから西へ分岐した常盤山緑地の稜線

に出ます。峯山・桔梗山がある常盤山緑地は、台峯・広町と共に、鎌倉の三大緑地の一つです。整備された峯山

周辺には山桜が数百本あるといわれています。尾根道にはホウチャクソウなど多くの山野草が期待されます。峯

山から梶原口に下り、化粧坂から始まる鎌倉上道の跡をたどります。梶原景時が祖の鎌倉権五郎景正を祀ったと

いわれる御霊神社、鎌倉上道沿いといわれる駒形神社、建長寺同様、樹齢 7百年のビャクシンがある、「やぐら」

群にかこまれた臨済宗関東十刹大慶寺、東光寺、等覚寺などもある、くねくねの細い昔路を進み深沢地区で解散

です。新緑いっぱいの鎌倉古道をお楽しみください。 

 

藤原景綱の歌 

うつろはで 萬代匂へ 山櫻 花も常盤の 宿のしるしに（常盤山の山桜をたたえたものでしょうか） 

 

コース概要：鎌倉駅東口🚻🚏→🚍→🚏火の見下→大仏切通→一向堂公園→北条政村別邸跡（タチンダイ）→常盤山

緑地・峯山（昼食予定）→梶原口🚻→御霊神社→駒形神社（鎌倉街道上道）→東光寺→大慶寺→等覚寺→深沢行政

センター🚻→湘南モノレール湘南深沢駅→JR 大船駅🚻（解散） 

歩行 7㎞（緩やかなアップダウウンがあります） 

少雨決行：荒天等で中止する場合は、前日 17:00までに JFIKメールで連絡します。   （事務局代表 久野） 

 

■森こい倶楽部第四十七回案内 

以下、ご案内しますので、コロナ感染対策に留意され、新会員の皆様、ご家族、ご友人含めて、気楽にご参加

ください。 

テーマ：中津往還花菖蒲の里・八菅山の樹林から鳶尾山を越えて（愛川町、厚木市） 

プラス Oneテーマ:ハナショウブ（花菖蒲） 

開催日：6月 4日（日）9:45～15:30 

集 合：小田急線 本厚木駅中央改札外  9:45（時間厳守） 

    駅から徒歩 10分の厚木バスセンターから 10:05発のバスに乗車します。（駅前は通りません） 

リーダー：久野 正樹（25年） 

参加費：500円（保険代含む）所持品：名札、昼食、飲み物、雨具、筆記具など。 

コロナ感染対策：朝の検温報告はしていただきます。ガイドはマスクをしますが、参加者の皆様は自己判断でお

願いします。 

申し込み：ご参加の方は、6 月 2 日（金）迄に下記久野宛連絡ください。初参加の方は携帯電話番号もお願いし

ます。 

メールアドレス：masakihisano77@yahoo.co.jp TEL:090-8280-1816 

 

概要・行程 

愛川町・中津往還町並み・美林散策コースから、厚木市鳶尾山をぬけて、桧谷の厚木市古民家岸邸を訪ねます。 

厚木バスセンターから愛川町、局前までバスに乗車します。中津往還では、かつて養蚕が盛んでした。中津川

河岸段丘上の、明治時代の豪農熊坂家古民家山十邸（後に戦前の思想家大川周明が居住）（国登録有形文化財）や

明神社・龍福寺などの樹木・庭園を周ります。河岸崖の中津層露頭を観察し、里地に下り、下谷地区用水路沿い

の花菖蒲の里（かながわ街並み 100選）を散策します。八菅橋を渡り、八菅山（225m）いこいの森に上がります。 

日本武尊・役小角（えんのおずぬ）・行基所縁の修験道の霊場、八菅神社はスダジイなどの社叢林（愛川町ふる

さとの木）が美しく、神奈川県の天然記念物になっています（かながわ景勝・美林・公園・探鳥 50選）。神社を

庇護した海老名季貞の墓も参ります。尾根道に出て、お花見広場（昼食予定）・やすらぎ広場・展望台などを巡り、

谷沢筋の多様性豊かな「みずとみどりの青空博物館」を下ります。あおぞら館で休憩し、大沢橋から、厚木市に

入り、明るく開けた一等三角点鳶尾山（234m）から雄大な眺望を楽しみます。尾根筋を一気に、みはる野団地に

下り、また桧谷の里地に入ります。薬師堂や屋敷の厚木市保護指定木を鑑賞し、厚木市指定文化財の明治時代の

mailto:masakihisano77@yahoo.co.jp
tel:090-8280-1816


JFIK会報 2023年 5 月号 

- 6 - 

古民家岸邸を訪ねます。重厚な庭園と屋敷の随所に凝った丁寧に仕上げられた木彫意匠が見られます。 

帰路は近傍の久保バス停から乗車し、本厚木駅前まで戻ります。 

初夏の里地里山の変化あるコースをお楽しみください。 

 

コース概要：小田急本厚木駅→厚木バスセンター🚻🚏→🚍→🚏局前（愛川町）→（中津往還）古民家熊坂山十邸

🚻→明神社→龍福寺→近藤坂→（下谷の里道）（はな）しょうぶの里→中津川八菅橋🚻→（八菅山いこいの森）海

老名季貞の墓→八菅神社🚻→お花見広場🚻（昼食）→やすらぎ広場・展望広場→（みずとみどりの青空博物館）ト

ンボ池→あおぞら館🚻→大沢橋→青年勤労の碑→まつかげ台分岐（厚木市）→鳶尾山→みはる野大谷公園🚻→桧谷

里地→桧谷薬師堂→厚木市古民家岸邸🚻→久保🚏→🚍→🚏本厚木駅前🚻（解散） 

歩行 7㎞（アップダウンがあります、トレッキングシューズなど足元をしっかりして参加ください） 

少雨決行：荒天等で中止する場合は、前日 17:00までに JFIKメールで連絡します。 

 

以降の予定 

7月 2日（日） 子安の里、立石から天神島の海浜植物と磯の生き物（横須賀市） 

9月 3日（日） 大山街道二子～溝口、宿場の名木古木と史跡（川崎市高津区） 

10月 1日（日） 淡水魚の里・水郷田名、相模川段丘の自然と史跡（相模原市中央区） 

（事務局代表 久野） 

 

■鳥こい倶楽部 2023第 6回「奥箱根の野鳥たち」（案内人：嶺義則） 

箱根の北東に位置する仙石原・湖尻地域は箱根の中心から遠く離れているため、別名「奥箱根」と呼ばれて

います。箱根の中では静かに自然に触れることができる地域であり、箱根湿生花園、ススキ草原、箱根ビジタ

ーセンターなど自然好きに喜ばれるサイトもここ奥箱根にあります。 

最初に訪問するのは湿生花園です。様々な野の花で彩られるこの時期（5 月下旬から 6 月）がベストと言わ

れています。湿性花園は植物がメインですが、湿性花園とその周辺の湿地草原・湿地林ではオオヨシキリ、キ

ジ、モズの他、数は少ないながらアカゲラ、アオゲラ等のキツツキ類にも会える可能性もあります。また、周

辺を流れる早川ではセグロセキレイ、ハクセキレイ、カワセミ、カルガモ、マガモ、アオサギ等が見られます。

次に訪れるススキ草原ではホオジロ、セッカ、上空にはツバメ、イワツバメなどが見られます。春に野焼きを

している為にススキの背丈も未だ低く、ススキ草原からは金時山、丸岳などの箱根外輪山が眺望できます。 

次に向かう箱根ビジターセンター付近の散策路には野鳥の森もあり、オオルリ、キビタキ、ホトトギスなど

の夏鳥に会える可能性が高いコースです。最後は芦ノ湖に出て、桃源台駅で解散です。このコースは普段自分

一人で歩くことが多く、声は聞こえても、なかなか鳥の姿を捉えることができません。皆さんにご一緒いただ

いて、沢山野鳥を見つけてもらえると大変嬉しいです。（案内人記） 

 

・日 時：5月 28日（日）10:00～15:00頃 

・集 合：箱根湿生花園入口 10：00 

    ＊公共交通機関利用の場合：箱根登山バス 

・小田原駅東口 3 番乗場「桃源台行き」9:05発 仙石案内所前下車 9:50、花園迄は徒歩 10分以内 

＊自家用車利用の場合：湿生花園の無料駐車場利用可能 

・十分な駐車スペースがあります。ここに駐車したまま、徒歩で移動します。 

・解 散：桃源台駅 15:00頃 (バスの他、海賊船、ロープウェイも利用可能) 

     ＊箱根登山バス「小田原駅行き」又は「箱根湯本行き」の始発駅（約 15分間隔で運行） 

      参考）小田原駅直行は 15：10、15：40 箱根湯本行きは湯本から箱根登山鉄道で小田原へ 

＊車で来られる方は湿生花園駐車場までバスで戻ります。（仙石案内所前下車） 

・コース：箱根湿生花園    →仙石原湿原周辺散策→ススキ高原(昼食）    →バスで移動→箱根ビジターセンタ
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ー（白百合台下車）     →野鳥の森を含む散策路→芦ノ湖湖畔→芦ノ湖キャンプ村     →桃源台駅  

（コースは鳥の出方や天候により柔軟に対応） 

・参加費：500円（CONE保険・資料代含む）（別途、湿生花園入園料 550円＋移動時のバス代 280円） 

・装備等：春のハイキングの服装（雨具、防風具など）、ハイキングシューズ、お弁当、飲み物、双眼鏡、スコー

プ（お持ちの方）、図鑑類、レジャーシート （尚、ススキ草原付近にローソンがあります） 

・参加対象：JFIK会員、会員の家族・友人・知人（万一の場合、会員から連絡可能な方に限ります) 

・参加申込：本番 2日前までに Eメールで鳥こい幹事 中澤(均) h-naka@k04.itscom.net まで 

CONE保険に加入しますので、お名前と年齢をお知らせください。 

公共交通利用の場合、小田原駅との往復の交通費は 2,700円程度かかります。 

・中止判断：雨天・荒天予報の場合は中止します（小雨程度であれば実施可） 

中止の場合は、前日夕方までに JFIK-MLにてお知らせします。 

 

◆鳥こい今後の予定（日時・場所ともに変更の可能性あり） 

6月 6日(火) 宮ヶ瀬湖早戸川林道の夏鳥たち(中澤) 

7月～11月 お休み、12月再開予定                           (中澤(均)記) 

  

キリの花 ＠大船小学校 撮影：神田醇一 
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■名瀬谷戸の会 

＜定例活動＞ 

作業 1回目 

日 時：4月 1日（土）10:00～15:00 

参加者：合計 50名（JFIK：7 名 地元・地域ボランティア：15名 ファミリー/こども里山体験班：17名 

    横浜メダカの会：11名) 

作業内容：●竹串作成：作成した竹串で久右衛門邸竹林における稀少植物のマーキング ●ゾーン 3のタケの伐

採、ゾーン 3及び 6でのタケノコ駆除 ●こども里山体験班：クリーン作戦、ヒトリシズカの落ち葉掻きを中心

に外周一周。ゾーン 6でタケノコ駆除 ●横浜メダカの会：名瀬池の生物調査・水質調査、除草。名瀬川の生物

調査・水質調査 

 

 

作業 2回目 

日 時：4月 9（日）10:00～15:00 

参加者：合計 33名（JFIK：5 名 地元・地域ボランティア：13名 ファミリー・こども里山体験班：15名） 

作業内容：●私有地で希少種のマーキング、タケノコ駆除 ●ゾーン 3：タケの伐採、前回伐採されたタケの枝

払い、タケノコ駆除 ●久右衛門邸庭園：芝の枯れ葉除去、芝内雑草駆除、庭園裏側樹木枯れ枝除去 ●久右衛

門邸竹林の親竹マーキング 

 

  

活動報告 

今年度のタケノコ駆除スタート 集合写真 

希少種のマーキング タケノコ駆除の結果 
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作業 3回目  

日 時：4月 10日（月）10:00～15：00 

参加者：合計 21名（JFIK：9 名 地元・地域ボランティア：12名） 

作業内容：●久右衛門邸竹林とゾーン 6の親竹マーキング ●ゾーン 6、久右衛門邸竹林、ゾーン 8のタケノコ 

駆除 ●希少種株の竹串設置、希少種のカウント ●久右衛門邸庭園整備 

 

 

 

作業 4回目 

日 時：4月 17 日（月）10:00～15:00 

参加者：合計 24名（JFIK：10名 地元・地域ボランティア：14名）  

作業内容：●久右衛門邸のゴミの後片付け ●希少種個体数再調査 ●タケノコの親竹マーキングと駆除 

●名瀬の里山の維持委託の立会い 

 

 

定例活動以外に次の活動を行った。 

4月 13日タケノコ駆除 4月 18日第 1回体験学習農園活動 4月 19日タケノコ駆除            （福田記） 

  

希少種の調査 マーキングの竹串作り 

希少種の株数カウント 久右衛門邸の樹木枝払い 
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■神奈川の身近な自然を訪ねて ～春を探して 保土ヶ谷狩場の丘へ～ 

日 時：4月 19日（水）、22（土） 10：00～15：00 

参加者：一般 48名（19日 25名、22日 23名） 

スタッフ：昆野、山路、菅原、吉原、田川(裕）、大橋、花田、鈴置、広川（9名） 

コース：JR保土ヶ谷駅 →🚌→児童遊園地入口バス停→狩場の丘・児童遊園地（自然観察・昼食）  

    →こども植物園（植物観察） →英連邦戦死者墓地（異国空間体験と慰霊・植物観察）→ 

墓地出口で解散 永田台公園前バス停→🚌→京急線井土ヶ谷駅  

 

今回は、横浜市のほぼ中央、保土ヶ谷区の南端に位置する「狩場の丘」を訪ねました。狩場の丘は地図に記載

されている地名ではなく、多くの人々から親しみを持ってもらうために、「児童遊園地」の職員が考えた愛称のよ

うなものです。 

JR 保土ヶ谷駅からバスに乗り、お正月の箱根駅伝の難所である権太坂を上るとそこは「狩場の丘」です。狩場

の丘には、「横浜市児童遊園地」、「英連邦戦死者墓地」の二つの緑地があり、隣接する「横浜市こども植物園」と

共に、横浜市の中央部にいることを忘れさせるような緑豊かな自然が広がっています。広大な英連邦戦死者墓地

は、横浜にありながら異国空間を体験できます。 

「横浜児童遊園地」は、日本の近代学校制度設定 50

周年を記念して、横浜市内の小学校校長先生たちから

整備計画が提案され、1929年（昭和 4年）に開園しま

した。戦前は遠足地として親しまれたそうです。14ha

の園内には、雑木林の他に色々な樹木が植栽されてお

り、サクラ林、梅林、ハーブガーデンなどがあります。 

カンザンやギョイコウなど、例年だと 4月中旬以降開

花するサクラも今年はすでに葉桜に近づいていました。

今年は開花が早い。ホウノキ、ハクサンボク、シャク

ナゲ、ハコネウツギ、コデマリなどの花を楽しんだ後、

谷に下り、谷戸の風情が残る池の周りを散策。キンラ

ン、ギンランがひっそりと一輪ずつ咲いていました。

谷戸の最深部の湿地には、セキショウが群生しており、

昔、セキショウは根張りが良いので田の畦に植えられ

たことから、この谷戸には田圃があったのでしょうか。 

 「横浜児童遊園地」でのお弁当の後は「横浜市こど

も植物園」に向かいます。国立遺伝学研究所の一部を

横浜市が購入して、1979 年（昭和 54 年）の国際児童

年を記念して植物園として開園しました。3ha の園内

は、バラ園、くだもの園、花木園、薬草園などの他、

ニュートンやウイリアムテルのリンゴの木の子孫や、

エジソンのマダケなど逸話のある植物も観察できます。

ニリンソウ、クマガイソウ、エビネ、ホウチャクソウ、

フタリシズカなどの早春の草花や、ハンカチノキ、ブ

ルーベリーリー、カラタネオガタマノキなどの木花たち

にも出会えました。 

 

児童遊園地/湿地の植物観察 

こども植物園（花木園）の植物観察 
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 「横浜児童遊園地」や「こども植物園」は、名前から子供向けのようにも受け止められますが、名前の由来は

前述通りで、自然豊かな里山であり、よく整備された植物園が実態。参加者の方々もその自然の豊かさと植物の

多様性に驚いていました。「また来てみたい」、と。 

 今日のコースの締めくくりは「英連邦戦死者墓地」です。英連邦戦死者墓地は、第二次世界大戦時に日本で亡

くなった英連邦軍捕虜2000名以上の兵士たちが眠る

墓地です。英連邦諸国（イギリス、オーストラリア、

ニュージーランド、カナダ、インド）では、戦死者の

遺体は本国に送還されず、階級差なく現地で埋葬する

という原則が有り、世界各国に 2500カ所の英連邦戦

死者墓地があります。この墓地の墓標に記された没年

令の多くは 20歳台で、中には 19歳の墓標も。 

広大な墓地は、横浜にありながら異国空間にいるよ

うでした。また、この墓地に眠る若い兵士たちの故国

の樹木が、墓標に傍らに静かにたたずんでいました。

イギリスの兵士たちの眠るイギリス区には、イギリス

の国花であるバラや、イギリスで誕生したと言われる

プラタナスが、オーストラリア区にはユーカリ、カナダ・ニュージーランド区にはサトウカエデとカウリマツが、

インド区にはヒマラヤスギとヒマラヤユキノシタがそれぞれ植栽されていました。参加者の方々は墓標に刻まれ

た兵士たちの没年齢の多くが 20歳代であることを知り、若くして異国の地で亡くなった兵士たちに、心の中で合

掌しているように感じられました。 

 このコースでの「身近な自然を訪ねて」は、2020年 3月に実施される予定でしたが、新型コロナウイルス感染

症蔓延の兆しが現れたため中止になり、今回、3年ぶりに復活実施することができました。今年の 4月 19日、22

日は、両日ともに穏やかな春の好日でした。                         （広川記) 

 

■四季の森公園 

「特定植物観察会～サクラ」 

日 時：4月 1日（土）13：00～15：00 晴 

場 所：県立四季の森公園 北口広場 連絡地下通路経由 清水の谷、さくらの谷 

参加者：一般 14名（うち JFIK 会員 2名）、公園職員 2名 

スタッフ：佐野(仁）、寺元、日比野 

 

上着不要なうららかな日、花見日和での実施となりました。本日は手話通訳の方がいらっしゃいましたが、残

念ながら聴覚障碍者の参加者が欠席となり、手話通訳を見ることはできませんでした。パークセンター前で、リ

ーダーがバラ科の分類とサクラの観察ポイントを図解で説明した後、2班に分かれ観察会スタート。 

サクラの観察のメインとなるさくらの谷まではかなり距離がありますが、池のほとりから遠目にみるヤマザク

ラはピンクがかり、テンションもあがります。池のほとりのヘビイチゴは、近くに咲いていたミツバツチグリと

比較して観察できました。ウワミズザクラの花芽を遠目に観察しましたが、開花にはまだしばらくかかりそうで

す。道沿いに雄花と両性花をつけるイロハモミジが開花していましたが、両性花はほとんど見られず雄花が多く

見られました。近くのイヌシデは雄花が道にたくさん落ちており、枝先についた雌花も見ることができました。

カリンも花盛りです。連絡地下通路を通って、清水の谷へ。シャガの雌しべをぺらっとめくって雄しべを観察、

サンシュユ、ヒメコウゾの雄花雌花、キブシの雄花雌花、モミジイチゴ、レンゲ、カラスノエンドウ、キランソ

ウと田んぼの周りも花盛りです。もう少し若ければ食べられたカンゾウを横目に、エドヒガンと同種で、この種

英連邦戦死者墓地 
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の特徴であるぷっくりとした萼筒のあるベニシダレを観察しました。一度園外に出て、外の道路沿いにアオイス

ミレの葉っぱを発見、ここでやっとさくらの谷に着きました。 

 園内にそれほどの混雑はなく、花見客に交じってサクラを

観察していきます。満開を過ぎたベニシダレ、すっかり葉桜

になったカンザクラ。数輪咲き始めていたカスミザクラは「寒

いところに分布しているので、ソメイヨシノと同時に花見が

できるのは稀」とのこと。ソメイヨシノでは、父親のオオシ

マザクラから受け継いだ花の大きさ、母親のエドヒガンから

受け継いだ咢筒がややぷっくりしているところなどを確認。

カンヒザクラは色の濃い花が数輪しか残っておらず、早咲き

を実感。ジュウガツザクラは半分程度、シキザクラは葉に隠

れて数輪が咲いて、ミョウショウジはもう鈴なりの実がつい

ていました。ウコンで染めた色が由来のウコンは、黄色とい

うより緑という印象。イギリス生まれのオカメは、早咲きの

ためもう花はなく、写真で見せていただきました。その近く

には、オカメの親であるマメザクラがあり、小ぶりでかわい

い花を観察しました。八重で立派な花をつけたカンザンは、

桜湯の材料となっていますが、後継者不足で風前の灯火だそ

うです。ヤマザクラは実がたくさん。オオシマザクラは葉に

毛が無く香りがいいことから桜餅に使われているという話か

ら、関東のクレープ状の長命寺と関西の道明寺の桜餅の話で

しばらく盛り上がっていました。オオシマザクラの枝をくぐ

るようにして、ヨコハマヒザクラを観察。こちらも花は終わっており、写真で見せていただきました。その後一

番早く咲くカワヅザクラ、そしてコヒガンを観察し、調べてみたけれど同定できないサクラも解説がありました。 

時間ぴったりに戻りかけ、せっかくだからと、ジンダイアケボノを見に行き、ソメイヨシノがこれからだんだ

んジンダイアケボノに変わっていきそうだというお話を聞き、最後に配布資料のクイズの答え合わせをして、解

散となりました。 

講師デビューでしたが、思ったようには話せず、先輩に頼り切りとなってしまいました。参加者がベテランす

ぎて、何を聞かれても疑問ばかり。先輩方の半端ない知識量にただただ感服するばかりでした。  （寺元記） 

 

 

「特定植物観察会～スミレ」 

日 時：4月 8日（土）13：00～15：00 曇のち雨 

場 所：県立四季の森公園 はす池・あし原湿原周辺、スミレの谷、ピクニック広場、里山稜線 

参加者：一般 16名（うち JFIK 会員 2名）、公園職員 1名 

スタッフ：日比野、佐藤(淳）、佐野(仁) 

 

 一気に芽吹く新緑の季節、公園に入るとすぐに早満開近くのウワミズザクラの穂状の花が目に飛び込んできま

した。集合場所ではカツラが透き通るような緑の小さな丸い若葉をつけていました。その前で今日の主役である

「スミレの仲間」の観察会が始まりました。まず、種としてのスミレは、Viola mandshurica(ビオラ マンシュリ

カ）のことをいいます。属名の viola はスミレ色から、mandshurica は満州を意味していることを話してくれま

した。次に、花の特徴として左右対称で、2 枚の上弁と側弁、一枚の唇弁の 5 枚の花弁があること、唇弁の後ろ

カンザンを観察 

 

枝をたぐり寄せてソメイヨシノを観察 
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にある距「きょ」と呼ばれる袋は蜜をためる所、「けづめ」とも読み、鶏などの雄の足の後ろ側にある突起を意味

することなどを話してくれました。そしてスミレの名はその花の形状が「墨入れ」に似ていることから、描いた

絵を見せながら、昔の大工さんがそれを使って、木材に線を引く様子を分かりやすく説明してくれました。 

 その後 3班に分かれ、森を歩きながら、実際に観察し始めま

した。スミレってどんな花かな？まず、よく見られるタチツボ

スミレを見ながら、地上茎、櫛状の托葉、葉柄、花柄を観察、

名は花が咲くと花柄がまっすぐ上に伸びて、庭で普通に咲くこ

とからきているのですよと教わりました。階段を飾るプランタ

ーのパンジー、ビオラもスミレの仲間でした。元々は三色スミ

レであり、近年は交配がすすみ、その境界があいまいになって

いますが、一般的に花が 5～6cm以上のものがパンジー、それ以

下のものがビオラと判別するそうです。 

 はす池を見渡せる石のイスの隙間に生えたスミレたち。よく

見ると葉に翼があります。濃い紫色の花の側弁に毛を持つ「ス

ミレ」でした。また、昨日の雨で花は見られなかったのですが、三角っぽい葉を持ち、その裏が紫がかる「ヒメ

スミレ」も確認できました。こんな所でどうして咲いているのでしょうね～。そんな疑問からスミレの種子には

エライオソームという付属物があり、アリがこれを食物として巣まで運び、エライオソームのみを食べ、種子は

巣の外に捨てられることによって種子が遠くまで運ばれていくことを話し、また、果実が成熟すると上を向いて

3つに裂け、乾燥しながら種子を飛ばすしくみも写真で見せてくれました。 

 あし原湿原周辺では小さな白い花の「ニョイスミレ」、上弁が反り返り、

距は丸く、仙人が持つようなニョイ棒のような花柄がありました。また、

「マルバスミレ」と「アオイスミレ」が一緒に生えている場所では、葉が

厚く毛がある「マルバ」、マルバよりも葉が丸い「アオイ」を何度も比較し、

下を向いたまま丸い実になる「アオイ」の特徴も知り得ました。 

 ピクニック広場の谷では根っこがワサビのような「アメリカスミレサイ

シン」、残念ながら花が終わっていましたが、葉が大きく長い「ナカバノス

ミレサイシン」が観察できました。 

 里山稜線では白と紫のコントラストがはっきりしていて、花柄に毛があ

る「ニオイタチツボスミレ」の良い香りを楽しむことができました。下り

坂にて、「ヒゴスミレ」の葉を確認できました。 

コースの途中所々で、ニシキギ、マユミ等のニシキギ科の木にミノウスバの幼虫が集団で葉を食べつくしてい

るのが見られました。また、ミツカドネギ、セリバヒエンソウ、キュウリグサ、ヒメウズ、クマガイソウ、チゴ

ユリ、キンラン、ツクバキンモンソウ、シュンラン、ニリンソウ、ヤブタビラコ、オニタビラコ、ホウチャクソ

ウ、ムラサキケマンの花も楽しめました。終了近く、ポツポツと雨が降ってきましたが、無事終了しました。 

スミレをじっくり観察する良い機会を頂きありがとうございました。              （内間記） 

 

 

「自然を訪ねて～樹の花・草の花」 

日 時：4月 16日（日） 13：00～15：00 晴 

場 所：県立四季の森公園 はす池・あし原湿原周辺ほか 

参加者：一般 11名（うち JFIK 会員 2名） 

スタッフ：日比野、佐野(仁)、高田(裕) 

タチツボスミレを観察 

アオイスミレの若い実 



JFIK会報 2023年 5 月号 

- 14 - 

晴天で、気温 23度〜24度、湿度が 40％程度と低く、雨になるとの予報もある中での観察会でした。まずは公

園職員からの注意事項のご案内。次いでリーダーより、資料に基づき、雌雄異株と雌雄同株の説明がありました。

その後、参加者 11名を２つの班に分け、観察開始です。 

例年より早く咲いている花が多く、「もう咲いているのか」「この花はもう終わっていて実ができている」とい

う声を何度も聞きながらの観察会。１週間前のスミレの会の参加者からも「１週間前の景色とは全く違う」との

話もあるなど、変化する自然を参加者と共に感じられるものでした。 

観察した花々は、以下のとおりで、雌雄異株・雌雄同株、両性花・単性花の区別と共に、雄しべと雌しべ、雄

花と雌花を、手に取れるものは手に取って観察していきました。そして、特徴のある植物には補足説明をしまし

た。 

樹の花としては、アカシデ（主に実）、カエデ、コナラ、

シラカシ、タニウツギ、ヤブデマリ、ハナイカダ（主に

実）、ホオノキ、ヒメコウゾ、ヤマグワ、ニシキギ、ツリ

バナ、マユミ、ヤエヤマブキ、ミツバウツギ、シナサワ

グルミ、ミズキ、ガマズミなど。 

草の花としては、ケキツネボタン、セリバヒエンソウ、

ハルジオン、カキドオシ、シャガ、ヒトリシズカ、ナツ

トウダイ、ニリンソウ、ムラサキサギゴケ、エビネ、キ

エビネ、キンラン、ウラシマソウ、オトメフウロ、アマ

ドコロ、スイバ、タチツボスミレ、ヤグルマギク、ショカ

ッサイ（オオアラセイトウ、ムラサキハナナ、ハナダイコ

ン）、ミツカドネギなど。 

観察方法としては、同じ科に属するものは、近くで観察

して比較できるようにしました。具体的には、ブナ科のコ

ナラとシラカシ、そしてニシキギ科のツリバナ、マユミ、

ニシキギです。そして、似たものとの違いも説明したり、

名前の由来を説明したりしました。 

特に歓声が上がったのはホオノキでした。咲いている数

が少なく、しかもこの時期には通常咲いていないので、す

ぐには見つけることができず、参加者 1名の方の「あそこ

にある」という声をもとに皆が見つけることができました。後で、ホオノキの全体が見える位置を通った時に、

再度咲いていることをみんなで確認しました。 

特徴のある植物としては、シャガについては雄しべが雌しべに隠れていることや 3倍体なので結実しないとい

うこと。公園内のいろいろな場所で見ることができたミツバウツギについては二重花になっていることと閉鎖花

が多いことを説明しました。 

参加者からも楽しかったという感想を聞いた上で時間通りに終了。その後オプションとしてカラスビシャクの

説明をしました。心配していた雨も降ることなく、晴天での観察会となりました。 

今回がサブリーダーとしての案内人デビューでしたが、参加者の方々とのやりとりなどとても楽しい時間を過

ごすことができて、2 時間があっという間に過ぎました。ただ、予定していた花の説明で飛ばしてしまったとこ

ろ、解説を間違えて先輩に訂正していただいたところがありました。今後につなげていこうと思います。 

（高田(裕)記) 

 

 

コナラの雄花・雌花を観察 

満開のヤブデマリ 
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「特定植物観察会～ユリ・ランの仲間」 

日 時：4月 23日（日） 13:00～15:00 晴   

場 所：県立四季の森公園 はす池・あし原湿原・里山花壇稜線ほか 

参加者：一般 18名（うち JFIK 会員 4名）、公園職員 2名 

スタッフ：佐藤(淳)、鳥越、嶺 

 

午前中は曇り空でしたが観察開始の頃から日が射し、さわやかな空気のもと絶好の観察日和となりました。6名

ずつ 3班に分け、はす池の木道側のルートと里山花壇から稜線伝いのルートの二手に別れて実施しました。この

報告でははす池回りの順序でご紹介します。 

まずビジターセンター横の花壇に咲くシランを観察。唇弁・ずい柱・花粉

塊などラン科の花の構造を確認しました。また、会員の佐野仁子さんにお持

ちいただいたシランの実を開いて粉のような種子を実際に見ていただきまし

た。はす池の入り口近くではキンランの背後にコナラがあることを確認し、

ランの仲間とコナラ・菌根菌との共生について考えました。若いコナラの樹

に直径3～4cmの球形でリンゴの実のようなものがたくさん付いていて目を引

きました。これはナラメリンゴフシというタマバチの仲間によってできた虫

こぶで、皆さん驚かれていました。 

途中、オトメフウロが種を飛ばし神輿の形になったものやキンポウゲ科のヒメウズ、セリバヒエンソウの実の

形などを観察し、あし原湿原に到りました。ここでは道の両側各所にナルコユリとアマドコロが群生し観察には

もってこいです。両者の違い、ナルコユリは茎が丸く、葉が細長く、花が 2、3個ずつ連なって垂れ下がり、アマ

ドコロは茎に稜あり、葉が丸く、花が 1、2個ずつであることを実際に触って観ていただきました。また、最近の

分類ではユリ科から独立しキジカクシ科に分類されることも確認しました。キジカクシ科は馴染みがないですが、

アスパラガスの仲間であることを説明し身近に感じていただきました。 

あし原湿原の木道沿いではミツバウツギの変わった形の実ができる仕

組みや花の見事なヤブデマリを観察し、しょうぶ園に出ました。しょう

ぶ園の道を挟んだ山側にはランの仲間が群生しています。クマガイソウ

は盛りが過ぎていましたがまだ花が残っておりほっとしました。エビネ

はいろいろな色のものが楽しめました。エビネ、キンランでは花に顔を

近づけ、唇弁やずい柱を確認しました。 

ここから里山花壇に抜ける稜線沿いの道を登りました。ウラシマソウ、

ツクバキンモンソウ、フタリシズカなど見ながらチゴユリ、ホウチャク

ソウの群生に到りました。チゴユリの花は終わっていましたが、若い実

を付けていました。ホウチャクソウは花の盛りで、そこここに見られました。両者は新しい分類ではイヌサフラ

ン科に属し、キジカクシ科の仲間が合弁花で、茎に花を連ねてぶら下げるのに対し、こちらは離弁花で茎の先端

にのみ花を付ける違いがあることや有毒なことを確認しました。また周辺でササバギンランも見ることができま

した。 

 最後に里山花壇の近くでワニグチソウを観察しました。「ワニグチ」は花を包む苞葉がお寺の鰐口に似ているこ

とに由来しているとの説明に対して、「ワニが口を開いているのにも似ている」との意見も出ました。そもそも鰐

口はワニの口に似ていることから名付けられたと思われ、「ワニが口を開いている」のほうが解りやすいと思いま

した。北口広場に戻りカラスビシャクの受粉の説明を加え解散しました。           （佐藤(淳)記) 

 

 

エビネの説明をしています 

ナルコユリの観察 
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■室内勉強会「鎌倉仏像の魅力・時代背景と特徴」 

日 時：4月 14日（金） 19:30～21:00 

講 師：菅原啓之（H18） 

会議方法：Web(Zoom)利用のオンライン会議 

参加者：佐野(仁)、鈴木(敏)、中澤(均)、塙、福田、細井、三樹、山路、吉無田、嶺、佐藤(淳) 計11名 

 

鎌倉は、東京近辺に在住する者にとって、至近距離にあり、山と海に囲まれ、源頼朝が幕府を開いた地とし

ての歴史があり、グルメも豊富、江ノ電江の島と組み合わせた観光地としても人気があり、逆に、だからこそ

いつ行っても人が多く、小町通りなんかは人ごみの中を泳ぐような賑わい……といったところが私の鎌倉感で

ある。小学校だか中学校だかの社会科見学を皮切りに、何度行ったか分からない程の場所だが、今回、菅原さ

んの講義から、今まで気にも留めなかった、「鎌倉仏像の魅力・時代背景と特徴」を学び、さらに鎌倉の魅力

の奥深さを知った思いになった。 

 鎌倉幕府の開設は1185年、昔、受験時代に日本史の年号で覚えた「いいくに（1192年）つくろう鎌倉幕府」

は実は正確でなく、1192年は幕府の開設年ではなく、頼朝が征夷大将軍になった年、さらに温暖化が進んだ現

在では想像しがたいが、鎌倉時代は寒冷化の中にあり、7月に降雪があった記録があるという。講座の冒頭から

鎌倉に関しての私の感覚が改められた思いがした。 

 鎌倉時代は平安時代の貴族政治から武家政治への変換があった 

ことから、仏像の表情にも、その変化が現れ、平安の全体にふっ 

くら感、やさしさが感じられるものが、武家時代の荒々しさが入 

り込んでいるという。この時代の著名な仏師は運慶、運慶といえ 

ば、これまた日本史で覚えた、東大寺南大門の金剛力士像が運慶 

作と辛うじて記憶している。仏師の系統には、円派、慶派、院派 

と3派に分かれるそうで、運慶の流れの慶派が鎌倉以降の主流に 

なっているという。運慶が残した仏像は焼失されたものも多いが、 

現存するものは31体、興福寺の無著、世親像は、レオナルドダビンチ作のダビデ像を超えるものという評価も

あるそうだ。ちなみに、菅原さんが最も好きな仏像はどれかというと、円応寺の閻魔大王という。よく見ると

何故かちょっと笑って見えるところから、笑い閻魔とも呼ばれる。これには、運慶が病で倒れた際、三途の川

で閻魔大王に会い、「おまえは優しい顔の仏像ばかり作ってきた。もう一度シャバに戻り厳しい顔の仏像を作

れ」と言われ、生き返り、それで彫ったのがこの閻魔大王像で、生き返ったのがうれしさの余り、笑いを含ん

だ表情になったという伝えがある。但し、この像は運慶作という 

より運慶の弟子が彫ったらしいといった話も説明された。 

 多くの仏像が紹介され、それぞれに纏わる多くのエピソードが 

話され、私にとって、はなはだ消化不良の状態であるが、講座の 

最後に紹介された、鎌倉の仏像で唯一の国宝であるという鎌倉大仏 

も運慶の伝統を汲んで、宋風、頭を大きく、前かがみの姿勢等、こ 

の仏像が、本講座で紹介された仏像の中で、私には唯一それとわか 

るものであり、子供の時から慣れ親しんだ仏像であるからか、やっ 

ぱり良いものだと改めて感じた。 

 菅原さんには、5年前に神奈川シニア自然大学の講座で植物入門をテーマに、四季の森公園や生田緑地で講義

をして頂き、またその後も、関連講座で大変蘊蓄のあるお話をお聞かせ頂いた。今回も奥深い話で、植物とは

また違った興味あるお話を聞かせて頂いたと思います。ありがとうございました。      （鈴木(敏)記) 

 

円応寺・閻魔大王 

高徳院・鎌倉大仏 
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■山こい倶楽部第 91回「丹沢ヨモギ平」  

日 時：4月 29日（土）晴  

場 所：丹沢ヨモギ平 

参加者：中澤(靖）（リーダー）、辻（サブリーダー）、久保、松井、田口、加納、梶浦、境、引田、塙 

コース：秦野駅（ヤビツ峠行きバス停）～ヤビツ峠～表尾根登山口～二ノ塔～三ノ塔～地蔵さん（ヨモギ尾根 

入口）～ヨモギ尾根～ヨモギ平（昼食、巨木探訪）～ボスコ・キャンプ場～青山荘～(門戸口コース） 

～ヤビツ峠～秦野駅  

 

前夜金曜日は好きなお酒もやめて、22時に就寝。翌 4時起床。何と

か予定時刻 8 時半に秦野駅ヤビツ峠行バス停に着いたが、本日はＧＷ

初日。コロナ自粛明けの念願の長期休暇ということもあり、中澤さん

予想を大きく上回る乗客で長蛇の列。 

ヤビツ峠バス停にて、皆さんからヤマビルについて色々聞かされ、

チョット緊張。他の登山客もその話を聞いて当惑気味だ。でも私自身

は先週初参加した『フォレスト 21｢さがみの森｣』で教えて頂いた通り、

シューズとパンツの間をガムテでぐるぐる巻きにしたので、態勢は万

全のはず。まあ吸われても献血したと思えば何ともない。 

山草に不慣れな私としてはヨモギ尾根入口までの間に遭遇したヤマルリソウとコイワザクラが印象的。皆さん

よく目配りされているので、足元の小さく可憐な花をよく見つけられるな、と感心しきり。かと思えば少し離れ

た距離の樹木花にもセンサーが働き、ウリカエデやシロヤシオを発見され、

これも色々と教えて頂く。 

この山行で感動的だったのは、ヨモギ尾根～ヨモギ平。尾根口のお地蔵さ

んにご挨拶して、モノレール沿いに尾根を下る。開けた尾根道にブナとケヤ

キの林が広がり、野鳥の鳴き声に浸っていると、軽快な音調のオオルリに出

会った。確かに背中が瑠璃色だ。松井さんに望遠鏡を貸していただいたので、

見ることができた(どうもありがとうございます)。ヨモギ平はトリカブトが

多い。｢さがみの森｣でモミジガサを採取したが、トリカブトと間違えやすい

との話もあったので、これで間違えなくなったはず。因みにモミジガサを塩

ゆでしたのは美味だった。 

昨春に白神山地にキャンピ

ングカー旅行したが、降雨災

害で出歩けなかった。念願の

ブナの林だ。ブナの木肌は何

とも言えない安心感があって心身が癒される。中澤さんに案内頂い

た大ブナは斜面ながらドッシリと落ち着いており、両手幅の 3倍は

超える大きさ。大木に抱きつき、子供に戻ったような気持ちだ。 

出発点・ヤビツ峠に戻り、ヤマビル被害者はゼロを確認。秦野駅

前居酒屋では非常に楽しい反省会でした。先輩方の仲睦まじいワイ

ガヤな感じで始終笑いっぱなしでした。山行は視覚・聴覚・触覚だ

けではなく味覚も大事だと思いました。辻さんから昼食に頂いたヤマウドの金平が非常に美味でした(どうもあり

がとうございます)。                         （写真：中澤(靖)＆田口、文：塙） 

 

オオルリさん 

お地蔵さん前で集合写真 

（加納さん、写ってなくてすいません） 

ヨモギ尾根の大ブナ 
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■森こい倶楽部 第 45回 

開催日：4 月 2 日（日）曇のち晴 

テーマ：田原の里から葛葉渓谷、湧水・渡来人の昔路、春の山野草（秦野市） 

参加者：足立(正)、角田、梶浦、鈴置、鈴木、高田、戸田、花田、引田、皆川、山路、石川、金子、久野、広川、

会員外 4名、合計 19 名 

コース：小田急秦野駅北口→（バス）→羽根入口バス停→須賀神社→香雲寺→西田原八幡神社→金蔵院→東田

原神社→実朝首塚→田原ふるさと公園（昼食）→くずは台南公園→葛葉渓谷緑地→金毘羅宮→水神石

祠→城光院→曽屋水道記念公園（配水場）→曽屋神社→井之明神水→乳牛通り→上宿観音→本町建築

群→水無川秦野橋→石受稲荷神社（大クスノキ）→小田急秦野駅南口（解散） 

概 要：朝のうちは肌寒く曇り空の天気だったが、途中か

ら日が射し野の花を愛でながら、のどかな秦野の里山歩き

を楽しんだ。秦野市は神奈川県の中央に位置し、秦野盆地

と呼ばれる凹地に発達した都市である。まず最初に訪れた

のは須賀神社、ここには散らずに残っていたサクラの他、

ケヤキ、タブノキ、スギなどの大木が多い。香雲寺に向か

い畑の中を歩いて行くと、農家のたばこ倉庫だったと思わ

れる建物があった。壁には竹を割って細かい割れ目を内側

から入れて平たく伸ばした「ひしぎ」が貼りつけてあった。

他ではあまり見られない工法だが、田原地区の古い納屋・

倉庫などで散見された。入口には大きなエノキがある香雲寺、

長屋門のような山門をもつ八幡神社、ご本尊が秦野市の重要

文化財になっている金蔵院、東田原神社を巡り、源実朝の首塚がある田原ふるさ

と公園で昼食にした。 

 ここから南に向かうとこれまでの水田地帯から畑地へと変わり、蛇行した河川

がだんだん深くなっていく。葛葉渓谷緑地は神奈川ナショナルトラスト運動で第

一号に保全された緑地である。渓谷沿いに観察路があり、地層の露頭も見られる。

植物ではイチリンソウ、ニリンソウ、タニギキョウ、キクザキイチゲなどを見る

ことができた。国道 246 号線の南に出ると湧水が多くなる。この湧水を利用した

曽屋水道は全国で 3 番目に設置された水道施設であった。水道ができるまでの水

源があった曽屋神社には井之明神水があり、今も水が湧き、秦野市の名水の一つ

になっている。その後、古代牛の乳から蘇

を作っていた場所であったことを示す「乳

牛(ちゅうし)通り」を通ってさらに南下する。行基作と伝わる千手千眼観

世音菩薩像が本尊の上宿観音は街の中心にある。本町界隈には、関東大震

災後の復興に伴い、西洋古典様式やアールデコ様式の影響を受けた外観の

建物が多く建築され、その一部が今も残り国登録有形文化財となっている。

建物の外観を見た後は秦野市の保存樹木 1号指定となった石受稲荷神社の

クスノキ(大クス)を見て秦野駅に向かい解散した。秦野盆地の成り立ちを

実感できる変化に富んだコースであった。 

     （金子記） 

 

須賀神社 

タニギキョウ 

葛葉渓谷の露頭 
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■鳥こい俱楽部 2023第 5回「船橋三番瀬の水鳥たち」 

日 時：4月 17日(月)  10:00～14:30 快晴 

コース：二俣新町駅（集合）=<バス>=ふなばし三番瀬海浜公園→観察デッキ下(現地集合)→潮干狩り場→東突堤→潮

干狩り場前(昼食)→東突堤→観察デッキ下(現地解散) =<バス>=二俣新町駅（解散） 

参加者：樋口(多)(案内人、千葉会)、中澤(均)、久野、松井、角田、広川、山本(明)、*中澤（美） 以上 8名（*一般） 

 

集合場所の二俣新町駅から二俣新道バス停に移動し、路線バスで船橋海浜公園に到着しました。観察デッキ下で案

内人をつとめて下さる千葉会の樋口さんと合流、三番瀬干潟の概要や渡り鳥の状況などの説明を受け、各自長靴や双眼

鏡など機材を準備し観察に向かいました。まずは潮干狩り場前から干潟の様子

を観察。ちょうど干潮で、岸に近い潮だまりにはダイゼンやメダイチドリが休んで

います。ちょっと珍しいビロードキンクロ（通称ビロキン）が一羽いるとの情報を得

て東突堤へ。突堤の東側は海上に多くのスズガモが浮いています。ビロキンは

遠く、群れから外れたところに発見。眼の下にある三日月型の白斑、オレンジ色

の嘴と脚を観察できました。（写真左：おとぼけ顔のビロードキンクロ：角田撮影） 

昼近くになったので潮干狩り

場前に戻り、松林の近くの干潟

を見渡せるところで昼食としました。満潮に向かっていて鳥たちが少しず

つ岸辺に寄ってくる様子がわかります。（写真右：松林前で集合写真） 

午後再び干潟に出ると、近くの潮だまりに数羽のチドリの群れ発見。こ

ここでは少し珍しいムナグロでした。干潟の先では慌ただしく動き回るハ

マシギにミユビシギ、キョウジョシギが混じり、更に夏羽の美しいオオソリハ

シシギ、長い嘴がたわんだチュウシャクシギなども観察。また浅瀬で慌た

だしく採餌するミヤコド

リ、夏羽の黒い頭も混じるユリカモメの群れも見られましたが、干潟はあ

っという間に潮が満ちてきて、いつの間にか水鳥たちは飛び去りました。

（写真左：干潟での観察の様子）。そこで、満潮時に鳥たちの待避場

所の一つになっている沖の突堤がよく見える東突堤に再び移動。突堤

の上には、奥からカワウ

の黒、ユリカモメの白、

ミヤコドリの白黒、ハマシギの灰色と、綺麗に色分けされて休憩していまし

た。（写真右：鳥たちで綺麗に色分けされた突堤：角田撮影） 

セグロカモメやウミネコが混じるユリカモメの群れの中に脚の黄色いセグ

ロカモメを発見。ちょっと珍しいニシセグロカモメ（亜種タイミルセグロカモ

メ）でした。その後は、ミヤコドリのオレンジ色の嘴、魚を狙って海にダイブ

するコアジサシなど、参加者が思い思いに時間が許すまで観察しました。

観察終了後、観察デッキに戻って鳥合わせ、観察機材を片付けてバス停に向かいました。多くの水鳥たちが見られて、幸

せな時を過ごせました。 

＜本日確認できた野鳥＞ 

スズガモ、ビロードキンクロ、カンムリカイツブリ、キジバト、カワウ、アオサギ、ダイサギ、ムナグロ、ダイゼン、メダイチドリ、

ミヤコドリ、オオソリハシシギ、チュウシャクシギ、キョウジョシギ、ミユビシギ、ハマシギ、ユリカモメ、ウミネコ、セグロカモメ、

ニシセグロカモメ、コアジサシ、ハシボソガラス、ツバメ、ヒヨドリ、セッカ、ムクドリ、ツグミ、スズメ、ハクセキレイ、カワラヒワ 

以上 30種類 外来種 ドバト                                               (中澤（美）記) 
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「富士登山海抜 0ｍからの挑戦」 
 R4 星 陽介 

 
みなさま、初めまして！R4 年新入会員の星陽介と申します。 

私は森林インストラクターとしては、まだまだ未熟で会報に掲載できるような森林の記事を書くことができな

いので、ここでは私が今までの登山の中で一番思い出に残った「富士登山海抜 0ｍからの挑戦」について、お話

します。 

 私は登山歴 10年で、その間 100以上の山を登ってきましたが、富士山はずっと未踏のままでした。登山をして

いく中で、様々な人に「富士山にはもう登りましたか」と聞かれ、「まだです」と答えると「登らないのですか？」

と驚いた表情で問われることが多々ありました。個人的には富士山よりも日本アルプスや関東の百名山に魅力を

感じていたため、それらの山を優先していましたが、富士山はいつか登らなければならない山だと心の中で思っ

ていました。そこで、富士山を自分の節目となる百名山 50座目に選定し、どうせ登るなら人とは違う形で登りた

いと思い、「海からスタートして、日本一の標高差（3,776ｍ）を体感しよう」と決意しました。早速インターネ

ットで「富士山 海からスタート」と調べてみると、静岡県富士市が「富士登山ルート 3776」という企画を紹介

しており、その企画に挑戦することにしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成功するためには長距離の歩行トレーニングが必要だと感じ、東海道 136.5㎞（日本橋～吉原）を歩きはじめ

ました。東海道のトレーニングでは、普段の車ではあっという間に走り過ぎてしまう場所も、徒歩ではそうはい

きません。歩くことによって、その町の歴史や文化にじっくりと触れ合うことができ、歩くことの楽しさに改め

て気づきました。 

 トレーニングの効果もあって海抜 0ｍからの富士登山は２泊３日で無事に終えることができました。 

下山後、温泉で富士山を眺めながら「これからは、富士山を眺める度に海から登ったことを思い出すのだろう」

と達成感に浸りました。海から登ったことで、より一層富士山が好きになりました。ありがとう！富士山！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リレーエッセイ 
 

富士登山ルート 3776 

登山ルート 3776挑戦達成証のバッジ 
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書 名：人新世の科学―ニューエコロジーがひらく地平 

著 者：オズワルド・シュミッツ  訳 者：日浦 勉  出版社 : 岩波新書 1922 

発売日: 2022/3/18（原著は 2017 Princeton University Press） 

新 書 : 211ページ+文献一覧と原注 18ページ 

ISBN : 978-4-00-431922-1  定 価：880円＋税 

 

 章立ては次のとおりである。 

第１章 持続可能性への挑戦 

第２章 種と生態系の価値 

第３章 生物多様性と生態系機能 

第４章 飼い慣らされた自然 

第５章 社会―生態システム思考 

第６章 奢りから謙虚へ 

第７章 人間による人間のための生態学 

第８章 生態学者とニュー・エコロジー 

さらに、原著にはない節見出しと注釈を訳者が加えてくれているので話が

わかりやすくなっている。 

地球に与える人間の影響があまりにも増大し過ぎて人間抜きに考えられない地質年代を人新世（じんしんせい）

と呼ぶようになった。様々な視点から人間が与える影響が問題となっているが、本書は副題にあるように新たな

生態学という視点からこの時代を考察したものである。原題では、The New Ecology（新しい生態学）の方がタイ

トルで、Rethinking a Science for the Anthropocene（人新世の科学再考）がサブタイトルとなっている。著者

が日本語版への序文で述べているように、人間の影響を考慮するとどうしても暗い未来が連想されてしまうが、

本書の意図は、生物と環境の科学である生態学が地球の持続可能な未来を描くための新しい生態学となる過程を

具体例を挙げて紹介している。 

生態学は環境と生物の関係に関する学問であるから、環境が人間によって改変させられれば生態学も変容す

るのも自明のことである。ましてや地球レベルでの環境の変化や生物間相互作用の変化などに深刻な影響を与

えているので、この時代、人間抜きには考えられない地質年代を人新世と呼ぶことは自然の流れではある。 

本書の中心となるのが第５章の社会―生態システムだろう。生態学（Ecology）は元々家の科学という語源にあ

るように、家の法則という経済学（Economy）と同じ概念から出発した。最近になって再び経済学と生態学の融合

が人類の生存にとって重要であるとの認識が広がってきた。かつて科学技術の発展に裏付けられた世界的な社会

経済活動の活発化によって様々な環境汚染が公害として露見してきた時代があった。このときに生態学の役割が

社会的に脚光を浴び、生態系（エコシステム）という概念も多用された。ヒトは生態系の一員かという議論もあ

った。環境に対して大きな影響をもつ人間に対して自然は脆弱であり、森林や草原などの生態系および動物や植

物などの生物を守るべき存在であると捉える場面もあった。そして、しばらく生態学と経済学は離れた時代があ

った。しかし、経済活動の弊害を解決する手段としての生態学がもてはやされたときと同じように、さらに、大

きな地球規模で環境問題が生じてきた現代において再び生態学が注目されている。人間の行動を導くことを目的

とした科学的倫理学を備えた環境スチュワードシップ（管財人）が重要であるという。古い人間にとっては 1970

年代の再来とも受け取れる。しかし、自然か人間かという二者択一でもなく、種と生態系の保全を目的とした過

去の生態学でもない。人間を中心とした社会システムをも包含した、螺旋状に進化したこれこそ新しい生態学（ニ

ュー・エコロジー）である。直訳すぎるせいかわかりにくい表現もあるが、全体として著者の言いたいことはよ

くわかる。ただし、写真やイラスト、図表が少ないのが残念である。 

歴史的にみて、戦争は最大の人権侵害であり、環境破壊であり、資源の浪費である。現代の気候変動や環境改

変を考えても戦争なんかしている場合ではない！人新世の次に来る地質年代が何になるのか、そもそも次の地質

年代がくるのかこないのか、私たちの考え方と行動が将来の鍵を握っており、そのための科学的指針を与えてく

れる本である。                                     （佐野淳之） 

月刊ブックレビュー 
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4月度の会員異動 

4月28日現在  会員数161名 

 

月例会がweb会議で開催されました 

日 時：4月28日（金）19：30～21：00 

場 所：ZOOM 利用のリモートミーティング 

出席者：理事13名、監事1名、会員7名 計21名 

議事内容は会員向けメールをご覧ください。郵送会員には、会報に同封してお送りします。 

 

会費納入のお願い 

令和 5年（1月～12月）の会費納入をお願いします。 

会 費：メール会員 3,000円、郵送会員 4,000円  

納入期日：令和 5年 2月末日。 

■振込先 横浜銀行 戸塚支店（359）  口座番号：普通預金 6174917 

 名 義：ＮＰＯ法人 全国森林インストラクター神奈川会  

    （エヌピーオーホウジン ゼンコクシンリンインストラクターカナガワカイ） 

 

なお、横浜銀行のカード振込をされますと手数料がお得です。横浜銀行に口座をお持ちでない方も横浜銀行のATM か

ら振込をされますと若干ですが手数料が安くなります。 

※【お願い】全ての会員におかれましては、銀行振込での会費納入をお願いします。 

ご質問等ありましたら、会計担当 石川までご連絡下さい。 

メール：amelieamelie92@gmail.com 
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掲 示 板 

編集後記 

早くも大型連休になりました。

久々のマスク無しの活動ができ

ます。なんとなくウキウキしてき

ます。（かじうら） 

今年も、よく行く散歩道に

ハコネウツギが咲き始めま

した！ (松山) 
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